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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

 飼料の⾃給率向上が求められる中、新たな品⽬として⼦実⽤トウモロコシの栽培が検討されて
いる。⼦実⽤トウモロコシの収穫時期は各品種のＲＭ（相対熟度）で推定可能で、栽培体系に合
致した品種が選定できる。また⼦実⽔分は絹⽷抽出期からの⽇平均気温の積算気温と相関が⾼く、
⼀定の回帰式により簡易に収穫可能⽇が判断できる。 

（１） 収穫可能⽇は⼦実サイレージ利⽤を前提とし、⼦実⽔分が 28％となる⽇とした。 
（２） 播種は標播（５⽉上旬播、2018〜2020 年）と晩播（６⽉上旬播、2018〜2019 年）とした。 
（３） 出芽期から収穫可能⽇までの⽇数は品種により⼀定で、早⽣ではＲＭに 10 加えた⽇数、晩

⽣ではＲＭとほぼ同じ⽇数となる（表１）。 
（４） 絹⽷抽出期以降の積算気温から y= -0.0218x+57.588 の式で⼦実⽔分を推定し、収穫可能

⽇が判断できる（図１）。 
（５） ⼦実⽔分は専⽤の⽔分計のほか、⼤⾖⽤の静電容量式⽔分計(PM-830-2；Kett)で測定可能

である（表２、図２）。 
 
２ 期待される効果 

（１） ⼦実トウモロコシを導⼊した栽培体系において、播種時期とＲＭから品種を選定できる。 
（２） 積算気温からサイレージ⽤⼦実トウモロコシの適正な収穫期開始時期が判断できる。 
（３） これらの活⽤により、⼦実トウモロコシの⽣産拡⼤が期待される。 

 
３ 適⽤範囲 

（１） 浜通り、中通り、会津の平坦地 
 
４ 普及上の留意点 

（１） ＲＭから推定される収穫可能⽇はサイレージ利⽤を想定した⽔分 28％到達⽇であるので、
それ以外の⽤途では 1 ⽇あたり 0.5％の減少を⽬安に調整する。 

（２） 積算気温から推定される⽔分は、実際より早⽣品種では⾼め、晩⽣品種では低めになる。 
（３） 収穫にあたっては、必ず⽔分計を使⽤して⼦実⽔分を確認する。 
（４） 本成果の⼦実⽔分は 80℃・24h 乾燥法による。 



Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図２ ⽔分計の例 
 （PM-830-2、Kett） 
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  表２ トウモロコシ⼦実⽔分の換算表
表⽰値(%)* 14.0 16.0 18.0 20.0 22.0 24.0 26.0 30.0
⼦実⽔分(%) 14.5 17.4 20.4 23.3 26.2 29.1 32.0 37.8
 *PM-830-2、「⼤⾖１」モードで測定

 表１ 収穫可能⽇までの⽇数と積算気温 (2018〜2020年)*
ＲＭ
(⽇) 標播 晩播 平均 標播 晩播 平均

タラニス 95 104 107 105 1,206 1,234 1,220
LG3490 105 114 112 113 1,308 1,295 1,301
32F27 126 123 126 125 1,493 1,408 1,450

  ＊晩播は2018〜2019年
 ＊＊収穫可能⽇は⼦実⽔分が28％以下となる⽇とした
＊＊＊積算気温は絹⽷抽出期から収穫可能⽇までの⽇平均気温の積算値

品 種
出芽期からの⽇数(⽇)** 積算気温(℃)***


